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弱き者・小さき者への支援と
「新しい生活様式」の実践をどう両立できるか？

 新型コロナウイルス感染症専門家会議（2020年5月4日）

新型コロナウイルスを想定した「新しい生活様式」
を身につけましょう
- 他者と身体的距離をとる
- ３密を避ける
- 会話は真正面を避ける
- マスク着用…

 「他者と身体的距離をとりながら生きる」環境
人類がこれまで経験したことのない未曾有の事態

 身体接触が基本の保育・教育・福祉現場の混乱と不安

いま，人類未曾有の事態が起こっている



 ヒトは，他者との「密・接触」を基本とする
社会的環境のなかで生存，進化してきた生物

 生物としてのヒトの育ちの大前提

他者との身体接触なしには生存できないヒト

（１）ヒトを含む哺乳類動物は，他者（養育者）
との身体接触なしには生存できない

（２）乳幼児期の脳の発達には，
他者との身体接触という経験が不可欠

（３）乳幼児期の環境経験は，
その後の脳と心の発達に直接的に影響する



タッチでかわる乳児の脳のはたらき

「経験フェーズ」（7ヶ月児, 28名）
(a) 聴覚ー触覚経験 ：大人が赤ちゃんの体に優しく

触れながら 新奇単語（例：ベケベケ）を言う

(b) 聴覚のみ経験 ：大人が赤ちゃんの体に触れずに
(a)とは別の新奇単語（例：トピトピ）を言う

Tanaka et al., 2018



続いて… 「脳波計測」

画面に注意を向けさせる
ための画像が現れる

「経験フェーズ」で聞いた2つの単語の音声が流れる

(a) 聴覚ー触覚経験 ：身体接触をともなって聞いた単語

(b) 聴覚のみ経験 ： 身体接触なしに聞いた単語

タッチでかわる乳児の脳のはたらき
Tanaka et al., 2018
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他者から触れられる経験が記憶・学習を促進する

左半球の側頭領域
身体に触れられることなく聞いた単語に比べて
くすぐりをともなって聞いた単語に対して

より強い脳活動

聴覚ー触覚経験
聴覚のみ経験





脳発達において環境の影響を受けやすい特別の時期がある
脳発達の「感受性期」

生後８ケ月
- シナプスの過剰形成から「刈り込み」へ

-７～８歳で完成（生きる環境に適した脳）

生後３ケ月
視覚野・聴覚野



「マスクをした」他者との日常経験がもたらしうるリスク

 脳発達の「感受性期」
環境の影響をとくに強く受けて
脳神経ネットワークが形成

 視覚野・聴覚野
生後２か月～就学前まで
環境によって神経ネットワークが
大きく変化

「動く」表情の日常経験
- 相手の感情を理解する心の発達
- 共感する心の発達
- 言語の獲得 の土台

聴覚野

視覚野



相手の口を見る赤ちゃんほど音声を模倣する

 「音声模倣」
言語獲得に不可欠となる学習

 前言語期にある日本の6ヶ月児 69名

 発話者の口を見る傾向が高い乳児ほど
音声を模倣する



 マスク着用が基本の「新しい生活様式」
しかし，乳幼児の脳と心の発達に与える影響についての
考慮はまったくなされていない

 「マスクをした他者」が当たり前の環境で育っていく
子どもたちの脳と心の発達に生じうるリスクは？

 口元を完全にブロックすると
他者の動く表情を経験する機会が
はく奪される

 できれば，透明素材で作られた
マスク着用が望ましい
国主導で指針を出して保育現場に支援すべき課題
フランス政府は９月から保育・教育現場に
これまで80万枚を配布 「呼気の９０％をカットするマスク」と同等の機能をもつことが条件

「マスクをした他者」が日常化することで生じうるリスク

https://actu.fr/
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